
「詠雙六頭歌考」 :
『萬葉集』巻第十六、三八ニ七番歌について

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2007-03-01

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 川上, 富吉

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://otsuma.repo.nii.ac.jp/records/1338URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


「
詠
讐
六
頭
歌
」
考

｜
｜
『
高
葉
集
』
巻
第
十
六
、

一
、
は
じ
め
に

『
蔦
葉
集
』
巻
第
十
六
、
有
由
縁
雑
歌

詠
襲
六
頭
歌

一
一
一
之
目
耳
不
有
五
六
三
四
佐
倍

の
読
み
（
音
・
訓
）
と
解
釈
・
鑑
賞
に

「
詠
隻
六
頭
歌
」
考

三
八
二
七
番
歌
に
つ
い
て

部
の
「
長
忌
す
意
吉
麻
日
歌
人
首
」
（
三
人

有
墜
六
乃
佐
叡
（
三
人
二
七
）

（注
1）

つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
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二
、
本
文
・
訓
読
の
校
異

本
文
の
表
記
・
訓
読
の
校
異
に
つ
い
て
は
、
『
校
本
高
葉
集
』
に
あ
る
も
の
に
、
そ
れ
以
降
の
も
の
を
一
覧
し
て
、
問
題
と
な
る
の
は
、
次
の

四
点
で
あ
る
。

（一）

題
認
の
「
頭
」
。
「
頭
」
（
メ
。
サ
イ
・
サ
ヰ
・
サ
エ
）
か
「
頭
子
」
か
。

（二）

題
調
の
「
歌
」
。
「
歌
」
か
「
詞
」
か
。

（弓

歌
中
の
、
「
有
」
の
下
「
来
」
の
有
無
。
「
ア
リ
」
・
「
ア
リ
ケ
リ
・
ア
リ
ケ
ル
」
・
「
ア
リ
ナ
リ
」
か
。

（同

歌
中
の
、
「
佐
叡
」
を
、
「
サ
イ
」
・
「
サ
エ
」
か
。

付
に
つ
い
て
。

「
メ
」
と
訓
読
す
る
の
は
、
校
本
・
拾
・
神
田
・
代
・
考
・
口
語
・
全
穆
・
松
岡
で
、
松
岡
静
雄
『
有
由
縁
歌
と
防
人
歌
（
続
高
葉
集
論
究
）
』

（
一
九
三
五
年
）
は
、

ム

0

0

題
詞
の
頭
の
字
は
メ
と
い
ふ
奮
訓
に
誤
な
し
と
せ
ば
、
眼
の
行
書
を
頭
の
其
と
誤
寓
し
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

と
し
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
賛
否
の
論
な
し
。
ま
た
、
『
寓
葉
集
略
解
」
は
、
「
頭
」
を
「
サ
エ
」
と
訓
み
、

頭
の
字
の
下
子
を
脱
せ
る
か



と
し
た
。
そ
れ
を
承
け
て
『
万
葉
集
古
義
』
は
、

ヨ
メ
ル
ス
グ
ロ
ク
ノ
サ
エ
ヲ
ウ
タ

詠
一
一
隻
六
頭
子
一
歌

と
し
た
が
、
井
上
通
泰
『
蔦
葉
集
新
考
」
は
、
「
詠
二
隻
六
頭
ム
一
一
謁
」
と
し
、

略
解
に
和
名
抄
に
頭
子
ハ
讐
六
乃
佐
以
と
あ
れ
ば
頭
と
あ
る
は
頭
子
の
子
を
脱
せ
る
か
と
い
へ
り
。
頭
子
は
投
子
の
轄
ぜ
る
な
り
と
狩
谷
望

之
は
云
へ
り
。
サ
エ
は
釆
な
り
。
サ
イ
と
よ
む
べ
き
を
な
だ
ら
め
て
サ
エ
と
も
い
ひ
し
な
り
。
才
を
サ
エ
と
も
い
ふ
と
同
例
な
り
。

さ

え

と
し
な
が
ら
も
、
「
頭
子
」
と
し
て
「
サ
エ
」
と
訓
む
の
か
明
言
し
て
い
な
い
。
松
岡
と
同
年
に
出
た
『
寓
葉
集
総
理
押
第
八
』
は
、
「
隻
六
の
頭
子

を
詠
め
る
歌
」
と
し
、
題
意
の
項
に
、

頭
子
は
略
解
に
従
ひ
子
の
字
を
補
ふ
。

と
し
た
が
、
こ
の
後
「
頭
子
」
と
す
る
も
の
な
し
。

「
メ
」
を
「
サ
イ
」
と
改
訓
し
た
の
は
「
代
匠
記
精
撰
本
』
で
、
「
詠
一
一
隻
六
頭
一
週
間
」
と
し
な
が
ら
も
、

詠
隻
六
頭
詩

和
名
云
。
兼
名
苑
云
。
隻
六
子
。

一
名
六
莱
叫
町
議
…
娘
一
賭
一
。
又
云
。
雄
主
六
菜
。
楊
氏
漢
語
抄
云
。
頭
子
雄
監
離
れ
一
部
耐
悼
寸
案
カ
、
レ
ハ

「
詠
隻
六
頭
歌
」
考



四

サ

エ

頭
ヲ
メ
ト
賭
セ
ル
ハ
誤
ナ
リ
。
サ
イ
ト
讃
ヘ
シ
。
音
ヲ
以
テ
和
語
ト
セ
リ
。
寄
ニ
佐
叡
ト
ヨ
メ
ル
ハ
、
才
ノ
字
ヲ
サ
エ
ト
云
ニ
准
ラ
ヘ
テ

意
得
ヘ
シ

と
、
「
サ
イ
ト
護
ヘ
シ
」
と
し
た
。
『
蔦
葉
集
童
蒙
抄
」
も
、

詠
襲
六
頭
詞

す
ぐ
ろ
く
の
さ
ゐ
を
よ
め
る
う
た

襲
六
頭

一
名
六
菜
籍
籍
、
襲
六
莱
。
楊
氏
漢
語
抄
云
、
頭
子
禁
跡
事
な
此
和
名
の
仮
名
と
此

歌
の
仮
名
と
相
違
な
る
事
不
審
也
。
此
集
は
古
き
に
よ
り
て
、
此
集
の
仮
名
に
従
ふ
ベ
し
。
和
名
抄
の
以
の
字
は
衣
の
字
誤
り
歎

和
名
抄
云
、
兼
名
苑
云
、
襲
六
子
、

ザ

エ

（

注

2）

と
し
て
い
る
。
『
考
』
は
「
メ
」
と
あ
る
が
、
『
略
解
」
が
「
サ
エ
」
と
し
、
『
古
義
」
・
「
総
理
押
」
の
「
頭
子
」
を
経
て
、
窪
田
『
評
稗
』
、
武
田

き－一

『
全
註
釈
」
他
、
伊
藤
「
稗
注
」
ま
で
の
諸
注
釈
書
「
頭
（
サ
エ
）
」
と
し
て
い
る
。
新
大
系
本
も
「
頭
」
で
あ
る
。

同
に
つ
い
て
。

「
謂
」
か
「
歌
」
か
に
つ
い
て
は
、
底
本
が
寛
永
本
系
が
「
詩
」
で
、
西
本
願
寺
本
系
が
「
歌
」
で
あ
る
ち
が
い
で
、
「
詩
」
と
「
歌
」
と
で

大
差
は
な
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
に
つ
い
て
。

一
本
に
の
み
「
有
」
の
下
に
「
来
」
が
あ
る
の
み
。
と
こ
ろ
が
、
『
拾
穂
抄
』
、
「
代
匠
記
』
は
「
ア
リ
ケ
リ
」
と
訓
み
添

（注
3）

え
て
い
る
。
「
略
解
』
・
「
古
義
』
は
「
ア
リ
」
で
、
「
ケ
リ
」
を
添
え
て
い
な
い
。
井
上
『
新
考
』
・
松
岡
・
「
口
課
」
も
「
ア
リ
」
で
あ
る
。
「
ケ

「
古
葉
略
類
緊
紗
』

リ
」
を
添
え
る
の
は
『
総
稗
』
・
窪
田
「
評
稗
」
・
佐
々
木
「
評
稗
』
・
「
私
注
」
で
、
そ
の
問
「
全
註
釈
」
が
「
ア
リ
ナ
リ
」
と
「
ナ
リ
」
と
し

ア
リ
ケ
リ

て
い
る
。
「
ケ
リ
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
「
注
蒋
』
で
、
「
有
抹
」
と
し
、



五
六
三
四
さ
へ
あ
り
け
り
｜
｜
こ
れ
も
コ
ロ
ク
サ
ム
シ
サ
へ
ア
リ
ケ
リ
と
あ
っ
た
の
を
、
古
以
外
に
は
「
有
」
の
下
の
「
来
」
の
字
が

無
い
の
で
考
に
イ
ツ
ツ
ム
ツ
ミ
ツ
ヨ
ツ
サ
ヘ
ア
リ
と
し
、
略
解
、
古
義
な
ど
従
っ
た
が
、
新
訓
再
び
奮
訓
に
か
へ
し
、
催
馬
紫
、
大
芹
に

ゴ

ロ

ク

カ

ヘ

ン

イ

チ

ロ

ク

ノ

サ

イ

ヤ

ン

サ

ム

サ

イ

ヤ

「
五
六
加
戸
之
伊
知
六
乃
左
以
也
四
三
左
伊
也
」
と
あ
る
に
注
意
し
、
全
緯
に
「
采
の
数
字
は
多
分
音
請
し
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
」

と
い
ひ
、
古
典
大
系
本
で
は
訓
讃
の
方
を
採
ら
れ
た
が
、
「
助
数
詞
な
し
に
日
本
語
の
数
調
を
重
ね
る
語
法
は
な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
、
こ

の
奮
訓
の
方
が
よ
い
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
い
っ
て
ヒ
ト
フ
タ
と
い
ふ
や
う
な
例
の
無
い
事
に
注
意
し
て
ゐ
る
。
「
来
」
の
文
字
の
あ
る
の

は
古
一
本
で
、
尼
、
類
（
十
五
・
七
六
）
に
も
無
い
の
で
、
古
の
文
字
は
訓
に
よ
っ
て
あ
と
で
加
へ
た
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
な
い
事
は
な

い
が
、
古
一
本
が
正
し
い
文
字
を
惇
へ
た
と
思
は
れ
る
例
が
他
（
六
・
九
二
ニ
）
に
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
も
「
来
」
の
文
字
を
原
本
の
も

の
と
認
む
べ
き
で
あ
る
。
さ
う
す
れ
ば
全
註
穆
に
ア
リ
ナ
リ
と
訓
ん
だ
の
も
問
題
に
な
ら
ぬ
事
に
な
ら
う
。

と
し
、
以
降
『
全
集
」
・
『
新
編
全
集
』
・
伊
藤
「
得
注
」
・
新
大
系
は
、
「
来
」
を
入
れ
て
「
ア
リ
ケ
リ
」
と
し
て
い
る
。

同
に
つ
い
て

「
叡
」
は
、
「
イ
」
か
「
エ
」
か
。
字
音
は
「
エ
イ
」
で
、
前
引
の
『
代
匠
記
精
撰
本
』
は
「
才
ノ
字
ヲ
サ
エ
ト
云
ニ
准
ラ
ヘ
テ
意
得
ヘ
シ
」

と
し
、
『
略
解
」
は

さ
い
ば
ら
大
芹
に
、
五
六
か
へ
し
の
一
六
の
さ
い
や
四
三
さ
い
や

を
挙
げ
て
「
さ
え
」
と
訓
み
、
『
古
義
』
も
ま
た
、
「
大
芹
」
を
引
い
て

「
詠
叫
盟
主
六
頭
歌
」
考

五



_.L. 

ノ、

イ

チ

ロ

ク

ノ

サ

イ

ヤ

ン

サ

ン

サ

イ

ヤ

ヘ

サ

エ

サ

イ

伊
知
六
乃
佐
以
也
四
三
佐
以
也
と
も
見
ゆ
、
今
の
歌
に
よ
れ
ば
古
は
佐
衣
と
呼
し
な
る
べ
し
、
才
を
も
、

サ

エ

へ

佐
衣
と
唱
し
に
准
ふ
ベ
し
、

（注
4）

と
し
て
い
る
。
「
全
註
緯
」
は
「
サ
イ
は
、
采
の
音
讃
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
大
系
本
の
頭
注
に
、

采
は
漢
字
音
お
包
サ
イ
に
あ
た
る
が
、
奈
良
時
代
に
は
包
と
い
う
よ
う
な
母
音
の
二
つ
連
続
す
る
発
音
は
し
な
か
っ
た
の
で
、
佐
叡
（
仲
田
昌
巾
）

と
、
子
音
y
を
は
さ
ん
で
発
音
し
た
。
そ
れ
で
、
サ
イ
が
サ
エ
と
な
っ
て
い
る
。

と
あ
り
、
「
註
得
』
は
そ
れ
に
賛
同
し
て
い
る
。
『
全
集
』
は
、

「
叡
」
は
ヤ
行
の
エ
の
仮
名
。
「
采
」
を
サ
エ
と
呼
ん
だ
の
は
、
「
采
」
の
字
音
サ
イ
の
末
尾
に
母
音

e
を
添
え
た
も
の
。

と
し
、
『
新
大
系
』
は
『
大
系
』
と
同
じ
で
、

「
采
」
の
字
音
を
示
す
。
「
采
」
の
漢
字
音
は
倭
名
抄
の
「
佐
以
」
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
の
日
本
語
に
は
包
と
い
う
母
音
の
連
続
す
る
発

音
は
な
か
っ
た
の
で
、
子
音
可
を
は
さ
ん
で
発
音
し
て

E
苫
と
な
っ
た
。
「
才
の
字
を
さ
え
と
云
に
准
ら
へ
て
意
得
べ
し
」
（
代
匠
記
（
精

撰
本
）
）
0

と
し
、
「
サ
エ
」
に
落
ち
着
い
た
観
が
あ
る
。



三
、
数
詞
の
音
訓
に
つ
い
て

以
上
、
四
点
を
経
て
、
次
の
大
き
な
問
題
は
、
歌
中
の
漢
数
字
「
一
二
三
四
五
六
」
を
字
音
で
読
む
か
訓
読
す
る
か
で
あ
る
。
「
イ
チ
ニ
、
ゴ

ロ
ク
、
サ
ム
シ
」
と
音
読
す
る
の
は
、
校
本
・
拾
・
代
・
童
・
問
目
・
全
稽
・
窪
田
・
全
註
釈
・
佐
々
木
・
岩
波
文
庫
・
私
注
・
朝
日
・
注
得
・

全
集
・
集
成
・
桜
井
・
中
西
・
角
川
・
新
編
・
稗
注
・
新
大
系
で
、
「
ヒ
ト
フ
夕
、
イ
ツ
ツ
ム
ツ
、
ミ
ツ
ヨ
ツ
」
と
訓
読
す
る
の
は
、
考
・
問
目
・

略
・
古
義
・
新
考
・
口
誇
・
松
岡
・
総
稗
・
大
系
ま
で
で
あ
る
。

い
づ
れ
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
は
、
「
高
葉
集
童
蒙
抄
」
で
、
平
仮

名
で
の
訓
読
を
示
さ
ず
に
、

此
歌
の
事
い
か
に
共
心
得
難
し
。
書
而
の
通
に
讃
み
て
は
何
の
意
も
無
く
、
只
さ
ゐ
の
目
の
六
ツ
迄
あ
る
と
云
ふ
事
迄
の
歌
也
。
尤
仮
名

附
の
通
に
讃
み
て
も
、
又
訓
讃
み
に
、
ひ
と
ふ
た
の
目
の
み
に
あ
ら
ず
五
つ
六
つ
三
つ
四
っ
さ
へ
あ
る
襲
六
の
さ
え
、
か
く
讃
み
て
も
只

目
の
六
つ
あ
る
と
云
迄
の
歌
也
。
何
と
ぞ
寄
せ
る
詞
の
縁
あ
り
て
詠
め
る
歎
。

と
し
、
宣
長
「
高
葉
集
問
目
」
は
、

コ
ノ
歌
ハ
、
本
ノ
マ
、
ニ
訓
ヘ
キ
ヵ
、
又
ヒ
ト
フ
タ
ノ
。
日
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス
。
イ
ツ
冶
ム
ツ
。
ミ
ツ
。
ヨ
ツ
サ
ヘ
ア
ル
云
々
ト
訓
ガ
ヨ
キ

ヵ
、
此
訓
、
こ
、
に
も
し
か
よ
め
り
、

と
、
音
・
訓
二
様
に
迷
い
、
旧
訓
の
音
読
み
に
与
し
て
い
る
。
『
新
考
』
は
、
訓
読
で
、

「
詠
隻
六
頭
歌
」
考

七
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奮
訓
に
数
字
を
音
讃
し
た
れ
ど
音
請
す
れ
ば
三
四
の
三
は
第
三
句
に
附
き
て
五
六
三
と
な
る
が
故
に
二
註
の
知
く
訓
讃
す
ベ
し

と
し
、
松
岡
静
雄
「
有
由
縁
歌
と
防
人
歌
」
で
は
、
前
の
注
3
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
作
者
意
吉
麻
日
は
和
語
を
以
て
詠
じ
た
も
の
と
し
て
、
断

然
改
訓
に
従
ふ
こ
と
に
し
た
」
と
す
る
。
『
総
務
」
は
、
『
高
葉
考
』
の
音
読
に
「
従
ふ
」
と
あ
る
。
「
全
註
稗
」
は
、

歌
中
の
数
字
を
、
字
音
で
讃
む
か
訓
で
讃
む
か
の
問
題
で
あ
る
が
、
既
に
隻
六
、
采
の
如
き
も
、
字
音
の
ま
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

釆
の
数
も
、
外
園
語
の
ま
ま
に
呼
ば
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
今
日
の
ト
ラ
ン
プ
、
麻
雀
な
ど
の
外
来
の
遊
戯
に
、
や
は
り
外
園
語
が
そ
の

ま
ま
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
し
、
窪
田
『
評
稗
』
は
、
「
隻
六
、
采
も
字
音
で
あ
る
か
ら
、
字
音
が
作
意
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
」
と
し
、
佐
々
木
『
評
穆
』
も
ま
た
、

数
字
は
訓
讃
か
、
音
讃
か
問
題
で
あ
る
が
、
「
釆
」
を
音
譲
す
る
こ
と
か
ら
も
前
記
の
催
馬
築
か
ら
も
、
ま
た
古
寓
本
の
訓
に
徴
し
て
も
、

奮
訓
の
通
り
音
讃
す
る
の
が
よ
い
。

と
し
て
い
る
。
「
私
註
』
は
音
読
し
て
い
る
が
、
「
字
音
で
呼
ぶ
の
で
あ
ら
う
が
、
ヒ
ト
ッ
フ
タ
ツ
ミ
ツ
の
如
く
も
訓
め
ぬ
こ
と
は
な
い
」
と
言
つ

て
い
る
。
「
注
稗
』
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

こ
の
数
詞
を
和
訓
で
よ
む
説
が
今
も
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
次
に
述
べ
る
や
う
に
音
読
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。



と
し
、
四
「
ア
リ
ケ
リ
」
で
引
用
し
た
よ
う
に
説
明
し
、
さ
ら
に

外
来
の
遊
戯
に
外
来
の
用
語
を
用
ゐ
る
事
は
嘗
然
で
あ
り

（注
5）

と
、
断
定
し
、
現
行
で
は
音
読
す
る
こ
と
が
定
着
し
た
観
が
あ
る
。

以
上
、
煩
雑
な
校
異
を
経
て
、
こ
の
歌
の
訓
読
を
示
せ
ば
、

（注
6）

一
応
、
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。

チ

の壁1
-.L...ろ
ノ、〈

固めの
の頭f
みを
に詠
あむ
ら歌
ず

ゴ
ロ
ク
サ
ン

五
六
三

固
さ
へ
あ
り
け
り

ス
グ
ロ
ク
さ
え

隻
六
の
采

四

歌
意
に
つ
い
て

音
読
、
訓
読
い
づ
れ
に
も
せ
よ
、
そ
の
歌
意
は
、

双
六
の
采
を
詠
む
歌

一
の
目
、
一
一
の
目
ば
か
り
で
は
な
い
。
五
の
目
、
六
の
目
、
一
二
の
目
、
四
の
目
ま
で
あ
る
の
だ
。
双
六
の
さ
い
こ
ろ
に
は
。

と
い
う
こ
と
で
、
「
只
目
の
六
つ
あ
る
と
云
迄
の
歌
也
」
（
童
蒙
抄
）
・
「
只
頭
子
の
数
の
一
よ
り
六
ま
で
の
名
を
よ
め
る
の
み
也
」
（
略
解
）
・
「
歌

「
詠
隻
六
頭
歌
」
考

九



。

意
、
か
く
れ
た
る
す
ぢ
な
し
」
（
古
義
）
・
「
一
か
ら
六
に
至
る
数
詞
を
詠
み
入
れ
た
と
い
ふ
に
週
き
ぬ
け
れ
ど
も
、
尚
時
人
の
一
祭
を
博
す
る
に

は
徐
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
」
（
有
由
縁
歌
）
・
「
歌
と
し
て
は
、
采
を
説
明
し
た
に
過
ぎ
な
い
」
（
全
註
緯
）
・
「
無
意
味
は
無
意
味
な
が
ら
に
、

な
る
程
と
首
肯
さ
れ
る
で
あ
ら
う
」
（
総
調
停
）
・
「
一
か
ら
六
ま
で
の
数
字
を
巧
に
読
み
込
ん
だ
だ
け
で
あ
る
」
（
全
稗
）
・
「
と
に
か
く
詠
み
お
ふ

せ
て
ゐ
る
だ
け
で
値
の
あ
る
歌
で
あ
る
」
（
窪
田
）
・
「
平
凡
な
物
を
新
た
な
感
畳
で
眺
め
、
そ
こ
に
滑
稽
味
を
鷲
見
し
て
ゐ
る
」
（
佐
々
木
）
・
「
た

だ
サ
イ
の
目
を
一
首
に
よ
み
入
れ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
」
（
私
注
）
と
－
評
さ
れ
て
き
た
が
、
「
注
稗
』
は
、

た
ず
こ
の
歌
の
場
合
、

一
二
三
四
五
六
の
順
に
並
べ
ず
、

一
二
五
六
三
四
と
し
、
四
に
「
さ
へ
」
と
い
ふ
助
詞
を
そ
へ
た
理
由
が
わ
か
ら

な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
橋
本
君
は
饗
の
目
は
三
と
四
と
だ
け
朱
の
色
を
入
れ
、
他
の
目
は
黒
色
を
入
れ
て
ゐ
る
賄
に
注
意
し
、
こ
れ
は
玄

宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
故
事
に
よ
る
と
平
治
物
語
（
上
・
叡
山
物
語
の
事
）
そ
の
他
に
出
て
ゐ
る
が
、
由
来
は
と
も
か
く
、
こ
れ
を
最
後
に

も
っ
て
来
て
「
さ
へ
」
を
つ
け
れ
ば
、
赤
い
目
も
あ
る
と
い
ふ
事
が
常
識
に
照
ら
し
て
す
ぐ
理
解
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
面
白
さ
を
加
へ
る
事

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
佐
佐
木
氏
の
説
に
更
に
一
歩
を
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
い
う
鑑
賞
を
し
、
そ
れ
を
承
け
て
の
「
調
停
注
』
の
解
説
は
傾
聴
に
値
す
る
の
で
、
次
に
そ
の
長
文
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

副
助
詞
「
さ
へ
」
は
、
こ
こ
で
は
、
「
注
釈
』
の
い
う
よ
う
に
「
四
」
だ
け
に
添
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
「
五
六
三
四
」

全
部
を
承
け
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
〈
中
略
〉
奏
こ
ろ
の
目
は
、
表
裏
合
わ
せ
て
、
か
な
ら
ず
七
に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
の
返

し
は
六
、

二
の
返
し
は
五
、
三
の
返
し
は
四
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
い
つ
も
七
。
そ
の
七
が
中
国
人
好
み
の
聖
数
七
で
あ
る
。
〈
中
略
〉
双

六
に
お
い
て
は
奏
こ
ろ
は
二
つ
を
用
い
る
も
の
ゆ
え
、
二
つ
の
面
の
数
が
組
み
合
わ
せ
て
呼
ば
れ
る
習
慣
が
あ
る
こ
と
〈
中
略
〉
二
面
を

組
み
合
わ
せ
て
、

一
二
の
返
し
は
六
五
（
五
六
）
、
三
四
の
返
し
は
四
三
（
三
四
）
と
い
う
呼
び
方
が
古
く
か
ら
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な



い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

せ

催
馬
楽
「
大
芹
」
（
「
芹
」
に
は
「
競
り
」
を
懸
け
て
い
る
）
に
、
「
五
六
が
へ
し
一
六
の
饗
や
四
三
の
奏
や
」
と
あ
る
の
は
、
右
の

推
測
を
保
証
す
る
も
の
な
る
べ
く
、
「
五
六
が
へ
し
」
に
は
「
一
一
一
」
（
一
一
一
）
が
、
「
一
六
の
饗
」
に
は
「
六
一
の
奏
」
が
、
「
四
一
一
一
の
空

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

に
は
「
三
四
の
奏
」
が
反
射
的
に
人
び
と
の
脳
裡
に
ひ
ら
め
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
右
の
推
測
が
妄
想
で
は
な
い
こ
と
を
証
す

一
つ
の
饗
こ
ろ
の
目
を
呼
ぶ
の
に
、
数
の
順
で
い
え
ば
、
そ
の
返
し
を
考
え
つ
つ
、

一
一
一
に
対
し
て
は
五
六
、

四
に
対
し
て
は
四
三
が
あ
る
と
い
う
意
識
は
古
く
か
ら
定
着
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
す
る
と
、
今
の
歌
は
、

五
六
、
三

ま

と
、
五
六
と
三
と
の
あ
い
だ
に
少
し
く
聞
を
聞
け
、
三
を
と
く
に
強
め
て
長
め
る
こ
と
で
、
三
と
四
と
が
連
結
す
る
印
象
を
与
え
る
よ
う

の
目

の
み
に
は
あ
ら
ず

四
さ
へ
あ
り
け
り

双
六
の
頭

に
吟
請
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
さ
へ
」
は
「
五
六
三
四
」
全
部
を
承
け
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い

く
ち
ず
さ

け
れ
ど
も
、
そ
の
「
五
六
」
の
下
に
「
三
四
」
を
据
え
、
そ
れ
を
強
調
し
て
吟
む
形
は
、
結
局
、
「
さ
へ
」
が
、
中
で
コ
ニ
四
」
を
押
し
出

す
機
能
を
果
た
す
に
至
る
。
「
三
四
」
の
一
首
に
お
け
る
重
さ
は
否
定
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
あ
れ
ば
、
三
と
四
と
が
赤
目
で
あ
る
こ
と
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
人
び
と
に
は
、
「
三
四
」
を
最
後
に
据
え
て
、
そ
の
目
の
赤
さ
を
指

示
し
た
こ
と
の
重
み
が
お
の
ず
か
ら
に
感
得
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
場
の
歌
と
い
う
も
の
は
、
常
に
そ
の
場
の
共
通
理
解
の
上
に
立
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
か
つ
て
の
橋
本
試
案
は
遠
慮
す
る
に
は
及
ば
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
橋
本
試
案
を
先

の
佐
佐
木
『
評
釈
」
の
見
解
に
加
え
て
、
も
う
一
度
一
首
の
意
を
通
す
な
ら
、
次
の
ご
と
く
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
、
二
の
黒
目
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
五
六
の
黒
目
、
三
と
四
の
赤
目
さ
え
あ
っ
た
わ
い
。
双
六
の
奏
こ
ろ
に
は
。
（
三
八
二
七
）

人
間
に
は
黒
目
が
左
と
右
の
二
つ
し
か
な
い
、
だ
が
、
妻
こ
ろ
に
は
、
六
つ
も
あ
っ
て
、
う
ち
二
つ
は
赤
目
で
さ
え
あ
る
。
い
や
は
や

す
ご
い
く
る
く
る
目
だ
ー
ー
と
い
う
の
が
、

一
首
の
真
意
だ
っ
た
と
い
う
の
が
、
目
下
の
筆
者
の
見
解
で
あ
る
。

「
詠
隻
六
頭
歌
」
考



右
の
長
文
の
解
説
で
、
当
面
歌
の
鑑
賞
も
十
分
で
あ
る
か
と
も
思
え
る
が
、
私
見
と
し
て
は
、
今
少
し
加
え
た
い
こ
と
が
ら
が
あ
る
。
す
で

に
注
1
で
示
し
た
拙
稿
「
物
名
の
歌
」
（
『
万
葉
集
を
学
ぶ
第
七
集
』
）
に
お
い
て

外
来
の
遊
戯
で
あ
る
双
六
の
頭
を
素
材
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
「
人
間
な
ら
ば
精
々
二
つ
で
、

サ
イ

な
く
、
五
六
三
固
な
ど
、
言
う
程
の
目
迄
が
あ
る
。
面
白
い
も
の
は
、
双
方
の
釆
だ
」
（
折
口
信
夫
「
口
訳
万
葉
集
』
）
と
口
訳
す
る
向
き

一
つ
目
の
も
の
さ
へ
あ
る
の
に
、
是
は
さ
う
で

も
あ
る
が
、
「

（
ひ
と
H
人
）
に
は
、
二
つ
の
眼
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
五
六
（
H
御
禄
）
二
一
（
H
讃
・
惨
）
、
四
（
H

死
）
ま
で
あ
る
こ
と
だ
。
双
六
の
眼
に
は
。
罪
な
こ
と
だ
な
あ
。
」
と
で
も
試
訳
し
て
お
く
が
、

と
し
、
双
六
の
流
行
に
つ
い
て
持
統
紀
三
年
十
二
月
条
の
「
禁
二
断
襲
六
一
」
・
天
平
勝
宝
六
年
一

O
月
の
勅
・
養
老
の
捕
亡
令
日
条
を
引
い
て
、

財
物
を
賭
し
父
母
家
業
を
忘
れ
る
者
が
多
く
あ
っ
た
ら
し
く
、
か
な
り
き
び
し
く
禁
じ
た
よ
う
で
、

「
采
」
（
サ
イ
・
ツ
ア
イ
）
は
「
災
」
（
サ
イ
・
ツ
ア
イ
）
を
掛
け
た
も
の
か
と
考
え
た
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
「
四
」
は
「
死
」
を
、

と
い
う
試
訳
に
、
「
語
葉
的
裏
付
け
が
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
さ
も
あ
り
な
む
と
思
わ
れ
る
意
吉
麻
呂
の
歌
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
確
か
で

（注
7）

あ
る
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
こ
こ
に
再
考
し
て
み
た
い
と
思
う
。

五
、
襲
六
賭
博
の
流
行



こ
の
歌
の
作
者
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
が
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
時
期
は
、
持
統
紀
三
年
十
二
月
条
の
「
禁
断
機
Z
L

ハ
」
令
の
以
前
か
ら
と
し
た
が
、

（
注
8）

木
村
康
平
は
「
主
要
な
活
躍
時
期
を
文
武
朝
」
と
し
て
い
る
。
意
吉
麻
呂
の
活
躍
時
期
の
限
定
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
、
こ
の
一
首
の
世
界
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
万
葉
集
の
時
代
基
盤
と
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
・
『
続
日
本
紀
』
に
見
ら
れ
る
「
雄
主
ハ
」
記
事
に
注
目
し
て
み
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
社
会
的
な
背
景
を
幅
広
く
観
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
既
発
表
の
拙
稿
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
必
要
な
事
項

を
通
覧
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
「
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
十
四
年
（
六
八
五
）
九
月
十
八
日
条
に
、

し

ん

い

う

す

め

ら

み

こ

と

お

は

あ

ん

ど

の

お

は

お

ほ

き

み

ま

へ

っ

き

み

た

ち

と

の

ま

へ

め

は

く

ぎ

こ

み

や

と

こ

ろ

の

お

ほ

き

み

辛
酉
に
、
天
皇
、
大
安
殿
に
御
し
ま
し
て
、
王
卿
等
を
殿
の
前
に
喚
し
て
、
博
戯
せ
し
め
た
ま
ふ
。
是
の
日
に
、
宮
処
王
・

な
に
は
の
お
ほ
き
み
た
け
だ
の
お
ほ
き
み
み
く
に
の
ま
ひ
と
と
も
た
り
あ
が
た
の
い
ぬ
か
ひ
の
す
く
ね
お
ほ
と
も
お
は
と
も
の
す
く
ね
み
ゆ
き
さ
か
ひ
ベ
の
す
く
ね
い
は
つ
み
お
ほ
の
あ
そ
み
ほ
む
ぢ
う
ね
め
の
あ
そ
み
ち
く

難
波
王
・
竹
田
王
・
二
一
国
真
人
友
足
・
県
犬
養
宿
禰
大
侶
・
大
伴
宿
禰
御
行
・
境
部
宿
禰
石
積
・
多
朝
臣
品
治
・
采
女
朝
臣
竹

ら

ふ

ぢ

は

ら

の

あ

そ

み

お

ほ

し

ま

す

ベ

お

ほ

み

そ

は

か

ま

た

ま

羅
・
藤
原
朝
臣
大
島
、
凡
て
十
人
に
、
御
衣
袴
を
賜
ふ
。

（
注
9）

と
あ
り
、
「
博
戯
」
は
「
ば
く
ち
（
博
実
）
」
で
あ
り
具
体
的
に
「
雄
主
六
」
で
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
「
錐
壬
ハ
」
で
あ
っ
た
と

想
定
し
た
い
。
次
い
で
、

②
「
日
本
書
紀
』
持
続
天
皇
三
年
（
六
八
九
）
十
二
月
八
日
条
に
、

す
く
ろ
〈
い
さ
め
や

十
二
月
の
己
西
の
朔
に
し
て
内
辰
に
、
双
六
を
禁
断
む
。

と
あ
り
、
明
ら
か
に
繁
六
遊
び
の
流
行
と
そ
の
弊
害
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
い
で
、

「
詠
隻
六
頭
歌
」
考



四

③
『
続
日
本
紀
」
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
七
月
七
日
条
に
、

は
く
ぎ
い
う
し
ゆ
と
も
が
ら
い
ま
し

博
戯
遊
手
の
徒
を
禁
む
。

ゐ
L

と

ど

し

ゅ

じ

ん

ま

た

よ

ど

う

ざ

い

そ
の
居
停
め
た
る
主
人
も
亦
与
居
同
罪
。

と
あ
り
、
「
博
戯
」
の
禁
止
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
、

④
「
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
十
月
十
四
日
条
に
、

壬

成

朔

十

四

日

み

こ

と

の

り

く

わ

ん

に

ん

は

く

せ

い

の

り

お

そ

ひ

そ

か

づ

し

ゅ

あ

っ

こ

こ

ろ

ま

か

す

く

ろ

く

い

む

め

い

い

た

こ

ち

ち

冬
十
月
乙
亥
、
勅
し
た
ま
は
く
、
「
官
人
百
姓
、
憲
法
を
畏
れ
ず
、
私
に
徒
衆
を
緊
め
、
意
に
任
せ
て
双
六
し
て
淫
迷
に
至
る
。
子
は
父
に

し

た

が

っ

ひ

か

げ

ふ

う

し

な

ま

た

け

う

た

う

か

こ

れ

よ

あ

ま

ね

け

い

き

し

ち

だ

う

く

に

守

に

お

ほ

か

た

き

む

だ

ん

順
ふ
こ
と
無
く
、
終
に
家
業
を
亡
ひ
、
亦
孝
道
を
肪
く
。
斯
に
因
り
て
遍
く
京
畿
と
七
道
と
の
諸
国
に
仰
せ
て
、
固
く
禁
断
せ
し
む
。
そ

を

の

こ

め

の

こ

あ

げ

つ

ら

く

ゑ

つ

ぢ

ゃ

う

お

む

ぞ

く

も

ち

た

だ

す

な

は

げ

ん

に

む

と

ま

た

ゐ

ろ

く

ゐ

で

ん

う

ぱ

の
六
位
巳
下
は
男
女
を
論
ふ
こ
と
無
く
、
決
杖
一
百
、
蔭
蹟
を
須
ゐ
ず
。
但
し
五
位
は
即
ち
見
任
を
解
き
、
及
位
禄
・
位
田
を
奪
へ
。
四

ふ

う

ご

た

ま

や

し

き

こ

く

ぐ

ん

し

あ

ょ

う

い

き

ま

た

み

な

げ

に

む

も

た

だ

ま

う

ひ

と

位
巳
上
は
封
戸
を
給
ふ
こ
と
を
停
め
よ
。
職
・
国
郡
司
阿
容
し
て
禁
め
ず
は
、
亦
皆
解
任
せ
よ
。
若
し
廿
人
巳
上
を
札
し
告
す
者
有
ら
ば
、

く

ら

ゐ

じ

よ

う

ゐ

も

の

た

ま

あ

し

ぎ

ぬ

ぬ

の

元
位
に
は
位
三
階
を
叙
し
、
有
位
に
は
物
賜
ふ
こ
と
施
十
疋
、
布
十
端
」
と
の
た
ま
ふ
。

と
、
双
六
を
禁
断
す
る
勅
が
出
さ
れ
、
こ
の
禁
制
は
新
大
系
本
『
続
日
本
紀
」
の
脚
注
に
、

弘
仁
格
に
収
め
ら
れ
、
三
代
格
に
は
同
日
付
の
太
政
官
秦
と
し
て
収
録
。
弾
正
台
式
に
「
凡
双
六
者
、
無
レ
論
二
高
下
一
、

一
切
禁
断
」
と
継

承
さ
れ
る
。

と
あ
る
。
次
に
、



⑤
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
O
）
十
二
月
一
一
十
二
日
条
に
、

二

十

二

日

ゃ

く

し

じ

は

ふ

し

く

ゑ

た

ち

ぞ

く

み

や

う

や

ま

む

ら

き

は

つ

お

な

て

ら

ほ

ふ

し

ほ

む

え

う

は

く

草

て

だ

て

あ

ら

そ

っ

ひ

ぼ

む

え

う

こ

ろ

く

ゑ

ん

ぞ

く

戊
寅
、
薬
師
寺
の
僧
華
達
は
、
俗
名
山
村
臣
伎
波
都
な
り
。
同
じ
き
寺
の
僧
範
曜
と
博
戯
し
て
、
道
を
争
ひ
、
遂
に
範
曜
を
殺
す
。
還
俗

み

ち

の

お

く

も

む

の

ふ

き

の

へ

は

い

せ
し
め
て
、
陵
奥
国
桃
生
の
柵
戸
に
配
す
。

と
あ
り
、
薬
師
寺
の
僧
華
達
が
博
戯
（
お
そ
ら
く
双
六
）

の
勝
負
で
争
い
と
な
り
同
寺
の
同
僚
の
僧
を
殺
し
た
が
、
「
闘
訟
律
5
」、

う

け

う

に

ん

こ

と

さ

ら

さ

む

と

う

よ

ひ

や

う

に

ん

凡
そ
闘
ひ
殴
ち
て
人
を
殺
せ
ら
ば
、
絞
。
刃
を
以
て
、
及
び
故
に
人
を
殺
せ
ら
ば
、
斬
。
闘
に
因
る
と
難
も
、
兵
刃
を
用
ゐ
て
殺
せ
ら
ば
、

こ

せ

つ

お

の

れ

せ

ま

た

め

こ

ば

や

ぷ

と

、

つ

ほ

ふ

故
殺
と
同
じ
。
人
、
兵
刃
を
以
て
己
に
逼
る
が
為
に
、
因
り
て
兵
刃
を
用
ゐ
て
拒
み
て
傷
り
殺
せ
ら
ば
、
闘
法
に
依
れ
。
余
の
条
の
兵
刃

な

ず

ら

と

う

こ

と

き

ら

う

や

ぶ

と

う

お

う

し

ゃ

う

を
用
ゐ
た
る
も
、
此
に
准
へ
よ
。
闘
に
因
ら
ず
し
て
、
故
に
人
を
殴
ち
傷
れ
ら
ば
、
闘
殴
傷
の
罪
に
一
等
加
へ
よ
。
〔
闘
に
因
る
と
難
も
、

こ
せ
つ
し
ゃ
う

但
し
絶
時
に
殺
し
傷
れ
ら
ば
、
故
殺
傷
の
法
に
従
へ
よ
。
〕

に
よ
っ
て
死
罪
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
「
僧
尼
令
幻
」
、

ほ

む

き

ゃ

く

り

ち

な

ず

ら

づ

ね

ん

く

ゑ

ん

ぞ

く

が

う

で

ふ

あ

あ

ま

り

凡
そ
僧
尼
犯
有
ら
む
、
格
律
に
准
ふ
る
に
、
徒
年
以
上
な
る
べ
く
は
、
還
俗
せ
よ
。
告
牒
を
以
て
徒
一
年
に
当
つ
る
こ
と
許
せ
。
若
し
余

つ

み

お

の

づ

か

く

わ

だ

ん

も

ひ

や

く

ぢ

や

、

ヲ

ご

と

の
罪
有
ら
ば
、
自
ら
律
に
依
り
て
科
断
せ
よ
。
知
し
百
杖
以
下
犯
せ
ら
ば
、
杖
十
毎
に
苦
使
十
日
せ
し
め
よ
。
若
し
罪
還
俗
に
至
ら
ざ

い

ふ

と

こ

と

わ

を

は

さ

ん

き

む

も

で

う

せ

い

ほ

か

ま

た

ら
む
、
及
び
還
俗
す
べ
し
と
難
も
判
り
詑
ら
ず
は
、
並
に
散
禁
。
如
し
苦
使
の
条
制
の
外
に
、
復
罪
を
犯
し
て
還
俗
に
至
ら
ず
は
、
三
綱

ぷ

ち

ほ

ふ

こ

と

は

か

く

わ

ぱ

ち

あ

は

ほ

ん

じ

が

う

を
し
て
仏
法
に
依
り
て
事
を
量
り
て
科
罰
せ
し
め
よ
。
其
れ
還
俗
し
、
井
せ
て
罰
せ
ら
る
る
人
は
、
本
寺
の
三
綱
及
び
衆
事
告
す
る
こ
と

む

だ

い

ぎ

や

く

む

ほ

ん

え

う

ご

ん

し

ゅ

ま

ど

得
じ
。
若
し
謀
大
逆
、
謀
叛
、
及
び
妖
言
し
衆
を
惑
は
せ
ら
ば
、
此
の
例
に
在
ら
ず
。

「
詠
隻
六
頭
歌
」
考

五



ム

ノ、

（
注
目
）

が
適
用
さ
れ
、
還
俗
の
上
、
遠
流
に
処
せ
ら
れ
た
。

⑥
『
続
日
本
紀
』
延
暦
三
年
（
七
八
四
）
十
月
三
十
日
条
に
、

三

十

日

み

こ

と

の

り

の

た

ま

き

く

会

こ

の

こ

ろ

き

ゃ

う

ら

う

た

う

ぞ

く

や

や

お

は

も

の

が

い

ろ

か

す

ひ

じ

ん

か

は

な

丁
酉
、
勅
し
て
日
は
く
、
「
如
聞
ら
く
、
「
比
来
、
京
中
に
盗
賊
稀
く
多
く
し
て
、
物
を
街
路
に
掠
め
、
火
を
人
家
に
放
つ
」
と
き
く
。

ま

こ

と

し

き

し

し

ゅ

く

し

ゃ

う

あ

た

よ

か

き

ょ

う

と

こ

ぞ

く

が

い

な

い

ま

の

ち

り

ん

ほ

う

っ

く

ひ

ゐ

か

む

が

良
に
職
司
粛
清
す
る
こ
と
能
は
ぬ
に
由
り
て
、
彼
の
凶
徒
を
し
て
慈
の
賊
害
を
生
さ
し
む
。
今
よ
り
以
後
、
隣
保
を
作
り
て
非
違
を
検
へ

み

も

は

ら

り

ゃ

う

で

う

ご

と

い

う

し

よ

く

は

く

き

ゃ

か

ら

お

む

ぞ

く

あ

げ

つ

ら

く

ゑ

ち

ち

ゃ

う

は

う

く

わ

け

ふ

り

ゃ

く

た

ぐ

ひ

か

な

ら

察
し
む
る
こ
と
、
一
に
令
の
条
の
如
く
す
べ
し
。
そ
の
遊
食
・
博
戯
の
徒
は
、
蔭
贈
を
論
は
ず
決
杖
一
百
。
放
火
・
却
略
の
類
は
、
必

は

ふ

か

か

は

こ

ら

こ

ろ

ば

つ

も

ち

っ

と

者

く

だ

く

く

は

か

ん

く

ゐ

あ

つ

ぜ

っ

ず
し
も
法
に
拘
ら
ず
、
懲
す
に
殺
す
罰
を
以
て
し
、
勤
め
て
捉
揚
を
加
へ
て
新
冗
を
逼
絶
せ
よ
」
と
の
た
ま
ふ
。

と
あ
り
、
「
博
戯
の
徒
」
は
、
そ
の
身
分
が
高
い
者
で
あ
っ
て
も
④
と
同
様
に
「
蔭
賎
」
を
適
用
せ
ず
に
、
杖
一
百
の
実
刑
を
科
す
る
と
い
う
厳

罰
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。（注
目
）

以
上
の
六
カ
条
の
記
事
に
よ
り
、
天
武
朝
か
ら
桓
武
朝
（
平
安
遷
都
以
前
）

の
平
城
京
時
代
ま
で
に
長
期
間
に
百
一
っ
て
、
「
博
戯
（
隻
六
）
」

遊
び
の
流
行
に
よ
り
、
特
に
、
④
の
「
意
に
任
せ
て
双
六
し
て
淫
迷
に
至
る
。
子
は
父
に
順
ふ
こ
と
無
く
、
終
に
家
業
を
亡
ひ
、
亦
孝
道
を
肪

く
。
」
・
⑤
の
僧
籍
に
あ
る
者
で
す
ら
殺
人
事
件
を
起
す
と
い
う
こ
と
ま
で
あ
り
え
た
わ
け
で
、
⑤
の
例
な
ど
氷
山
の
一
角
で
あ
っ
て
、
他
に
も

多
く
類
例
が
あ
っ
た
も
の
と
想
像
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
、
「
博
戯
」
に
つ
い
て
は
、
「
捕
亡
令
日
」
に
、

は

く

ぎ

の

た

か

ら

せ

き

あ

あ

も

の

く

カ

ふ

し

ゆ

っ

く

も

の

え

ひ

と

た

め

た

だ

ま

う

凡
そ
博
戯
に
賭
れ
ら
む
財
、
席
に
在
り
て
有
ら
む
所
の
物
、
及
、
び
句
合
、
出
九
し
て
物
を
得
て
、
人
の
為
に
札
し
告
さ
れ
た
ら
ば
、

と

ご

と

た

だ

ひ

と

た

ま

も

の

ま

ひ

と

ょ

う

し

し

ゅ

に

ん

よ

じ

し

ゅ

物
は
悉
く
に
札
さ
む
人
に
賞
へ
。
即
ち
物
輸
け
た
る
人
、
及
び
出
九
、
句
合
容
止
せ
る
主
人
の
、
能
く
自
首
せ
ら
ば
、
亦
賞
ふ
例
に
依
れ
・

げ

む

ば

ん

よ

も

ち

く

わ

ん

た

だ

の

り

も

の

た

か

ら

ひ

と

官
司
捉
へ
獲
た
ら
ば
、
減
半
し
て
賞
へ
。
余
は
没
官
せ
よ
。
唯
し
賭
し
て
財
得
た
ら
む
者
は
、

其
の

自
首
せ
ば
、
賞
ふ
限
に
在
ら
ず
。
其
の
物



は
悉
く
に
没
官
せ
よ
。

と
あ
り
、
『
令
義
解
』
に
は
、
「
博
戯
者
、
双
六
樗
蒲
乃
属
」
と
あ
っ
て
、
博
戯
の
筆
頭
に
「
双
六
」
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
社
会
的
背
景
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
当
面
歌
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
長
意
吉
麻
呂
一
作
者
の
み
な
ら
ず
「
高
葉
集
』
巻
十
六
の

（
ゆ
伍
間
以
）

あ
り
方
を
考
え
る
大
き
な
視
点
に
な
り
得
る
こ
と
を
提
言
し
て
お
き
た
い
。

六
、
解
釈
・
鑑
賞
に
つ
い
て

こ
の
一
首
の
歌
が
作
ら
れ
た
場
は
、
「
三
八
二
四
」
の
左
注
と
同
様
、
舎
人
皇
子
（
一
二
八
二
八
・
三
一
八
二
九
）
・
穂
積
皇
子
（
二
一
八
一
六
）
・
新

田
部
皇
子
（
一
二
八
三
五
）
・
河
村
王
（
三
八
一
七
・
二
一
八
一
六
）
・
小
鯛
王
（
二
一
八
一
九
・
三
八
二
O
）
等
王
卿
の
邸
宅
か
、
行
幸
従
駕
の
旅
宿

か
、
あ
る
い
は
市
の
酒
露
で
あ
っ
た
か
の
い
ず
れ
か
と
し
て
お
こ
う
。
宴
座
の
徒
衆
に
「
双
六
の
頭
」
を
詠
め
と
、
つ
な
が
さ
れ
て
、
意
吉
麻
呂

lま

一
座
の
注
目
を
あ
び
な
が
ら
、

「イ
l
チ
、
ニ

l
」
と
歌
い
は
じ
め
て
、

や
お
ら
木
簡
に
、
墨
黒
々
と
『
一
一
一
』
と
書
き
「
ひ
と
、
ふ
た
」
と
歌
っ
た
か
。
と
一
座
の
人
た
ち

は
、
次
に
「
三
」
と
書
い
て
「
サ
ン
」
あ
る
い
は
「
み
つ
」
と
歌
う
の
か
と
思
う
。
す
る
と
、
「
之
」
と
書
い
て
「
の
」
と
歌
い
、
聞
を
お
い
て
、

「
目
耳
不
有
』
と
書
き
「
め
の
み
に
あ
ら
ず
」
と
歌
い
。
「
三
」
と
来
る
だ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
「
ゴ

l
、
ロ
l
ク
、
サ
l
ン」

と
歌
い
な
が
ら
、
「
五
六
二
一
』
と
書
き
、
「
い
つ
つ
、
む
つ
、
み
つ
」
と
歌
っ
た
か
。
そ
し
て
、
続
け
て
「
サ
I
ン
。
」
少
し
聞
を
置
い
て
「
シ
l
。」

「シ
l
、
さ
へ
あ
る
。
（
あ
り
。
あ
り
け
る
こ
と
歌
い
な
が
ら
「
四
佐
倍
有
（
来
）
』
と
書
く
。
そ
し
て
、
結
句
「
ス
グ
ロ
ク
ノ
サ
エ
」
と
歌
い

の
頭
（
采
）

一
座
の
衆
は
、
こ
の
木
簡
を
回
覧
し
な
が
ら
、
所
謂
、
万
葉
仮
名
書
き
の
こ
の
一
首
の
解
釈
・
鑑
賞
を
す
る
。
双
六

サ

イ

き

え

の
目
の
数
を
一
か
ら
六
ま
で
詠
み
こ
ん
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
見
事
な
一
首
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
「
采
・
佐
叡
」
・
「
才
」
に
「
罪
・

「
隻
六
之
佐
叡
」
と
書
く
。

「
詠
隻
六
頭
歌
」
考

七



人

ゴ

ロ

ク

サ

ン

み

つ

災
」
を
、
「
五
六
」
に
「
御
禄
」
を
、
「
三
」
に
「
産
・
散
・
惨
」
、
「
三
」
に
「
密
・
蜜
・
満
」
を
、
「
四
」
に
「
資
・
死
」
と
い
う
漢
語
を
掛
け

調
と
し
て
連
想
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
像
を
楽
し
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
「
双
六
の
市
場
に
立
て
る
人
妻
の
逢

サ
イ

二
二
四
）
と
い
う
一
首
を
参
考
に
す
れ
ば
、
「
双
六
の
頭
（
釆
）
」
の
「
采
」
に
「
妻
」
、

は
で
や
み
な
ん
も
の
に
や
は
あ
ら
ぬ
」
（
巻
十
九
雑
恋
。

め

め

「
目
」
に
「
女
・
妻
」
を
連
想
し
、
夜
漏
三
更
（
真
夜
中
）
に
及
ぶ
宴
席
の
座
興
の
話
柄
は
、
こ
の
一
首
か
ら
双
六
賭
博
の
勝
ち
負
け
や
采
の
目

の
災
難
、
多
妻
の
妻
難
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
生
活
や
非
日
常
の
物
語
と
い
っ
た
散
文
化
へ
と
拡
散
し
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し当

や

が
上
に
も
た
か
ま
っ
た
も
の
か
と
想
像
で
き
よ
う
か
。
双
六
が
二
箇
の
さ
い
こ
ろ
で
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
に
掛
け
て
音
訓
二
様
に
読
ん
で
愉
し
ん

だ
歌
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
「
こ
と
ば
」
と
「
文
字
」
の
遊
び
、
掛
け
調
（
同
音
異
義
語
）

の
遊
び
、
連
想
ゲ
l
ム
的
な
楽
し
み
方
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
律
令
官
人
と
し
て
の
社
会
的
な
知
識
教
養
の
あ
る
作
者
と
、
そ
れ
と
同
等
の
知
識
人
た
ち
の
世
界
で
、
十
分
に
鑑
賞

に
堪
え
、
賛
嘆
さ
れ
た
が
故
に
、
巻
十
六
に
収
載
さ
れ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
か
。

げ
ん

な
お
、
双
六
遊
び
に
お
い
て
、
来
（
頭
）
を
投
げ
る
時
に
、
何
ら
か
の
呪
い
の
こ
と
ば
（
呪
文
・
呪
調
）
、
験
か
つ
ぎ
の
こ
と
ば
と
し
て
、
こ

の
歌
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
少
し
後
代
の
例
で
は
あ
る
が
、
『
源
氏
物
語
』

の
「
若
菜
下
」
に
、

ご

と

ぐ

さ

さ

い

は

ぴ

と

ち

じ

あ

ふ

み

よ
ろ
づ
の
こ
と
に
つ
け
て
め
で
あ
さ
み
、
世
の
言
種
に
て
、
「
明
石
の
尼
君
」
と
ぞ
、
幸
ひ
人
に
言
ひ
け
る
。
か
の
致
仕
の
大
殿
の
近
江
の

す
ぐ
ろ
く

君
は
、
双
六
打
つ
時
の
言
葉
に
も
、
「
明
石
の
尼
君
、
明
石
の
尼
君
」
と
ぞ
奏
は
こ
ひ
け
る
。

と
あ
っ
て
、

い
い
奏
の
目
が
出
る
よ
う
に
祈
り
の
言
葉
を
唱
え
る
場
面
が
あ
り
、
「
常
夏
」
に
も
、

す

だ

れ

ご

せ

ち

や
が
て
、
こ
の
御
方
の
た
よ
り
に
、
た
た
ず
み
お
は
し
て
の
ぞ
き
た
ま
へ
ば
、
簾
高
く
お
し
張
り
て
、
五
節
の
君
と
て
、
ざ
れ
た
る
若
人

す

〈

ろ

く

う

せ

ち

せ

う

さ

い

こ

し

た

ど

の
あ
る
と
、
双
六
を
ぞ
釘
ち
た
ま
ふ
。
子
を
い
と
切
に
お
し
も
み
て
、
近
江
の
君
「
小
妻
、
小
虫
食
」
と
祈
ふ
声
ぞ
、
い
と
舌
疾
き
や
。
あ
な
、



さ

き

せ

い

さ

う

じ

あ

う
た
て
、
と
思
し
て
、
御
供
の
人
の
前
駆
追
ふ
を
も
、
手
か
き
制
し
た
ま
う
て
、
な
ほ
妻
戸
の
細
目
な
る
よ
り
、
障
子
の
聞
き
あ
ひ
た
る

を
見
入
れ
た
ま
ふ
。
こ
の
い
と
こ
も
、
は
た
け
し
き
は
や
れ
る
、
五
節
「
御
返
し
ゃ
、
御
返
し
ゃ
」
と
、
筒
を
ひ
ね
り
て
、
と
み
に
も
打
ち

か

た

ち

あ

い

Z
ゃ
う

出
で
ず
。
中
に
思
ひ
は
あ
り
や
す
ら
む
、
い
と
あ
さ
へ
た
る
さ
ま
ど
も
し
た
り
。
容
貌
は
ひ
ぢ
ぢ
か
に
、
愛
敬
づ
き
た
る
さ
ま
し
て
、
髪

か

ろ

ひ

た

ひ

そ

こ

な

う
る
は
し
く
、
罪
軽
げ
な
る
を
、
額
の
い
と
近
や
か
な
る
と
、
声
の
あ
は
つ
け
さ
と
に
損
は
れ
た
る
な
め
り
。
と
り
た
て
て
よ
し
と
は
な

け
れ
ど
、
他
人
と
あ
ら
が
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
、
鏡
に
思
ひ
あ
は
せ
ら
れ
た
ま
ふ
に
、
い
と
宿
世
心
づ
き
な
し
。

と
あ
っ
て
、
「
こ
ふ
声
」
と
は
「
祈
コ
フ
」
（
名
義
抄
）

で
相
手
方
に
「
小
さ
い
目
」
が
出
る
こ
と
を
願
う
唱
え
言
葉
を
、
早
口
で
唱
え
た
り
、

「
お
返
し
を
し
ま
す
よ

（
注
目
）る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
み
れ
ば
、
『
代
匠
記
』
の
、

（
取
り
か
え
し
ま
す
よ
）
」
と
声
に
出
し
て
心
中
に
勝
ち
目
の
出
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
ら
し
い
場
面
が
描
か
れ
て
い

此
寄
は
聖
教
の
中
に
あ
る
署
掻
の
墳
の
こ
と
し
（
初
稿
本
）

是
ハ
略
掻
ノ
填
丈
ノ
如
シ
。
第
八
に
山
上
憶
良
ノ
秋
ノ
七
種
花
ヲ
ヨ
マ
レ
タ
ル
第
二
ノ
寄
ノ
類
ナ
リ
（
精
撰
本
）

と
い
う
「
領
・
煩
文
」
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
か
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
第
七
、
天
皇
本
紀
十
一
月
条
に
、

い

は

ゆ

を

き

っ

か

が

み

へ

っ

か

が

み

や

っ

か

の

つ

る

ぎ

ひ

と

い

く

た

ま

ひ

と

た

る

た

ま

ひ

と

よ

み

か

へ

し

の

た

ま

ひ

と

ち

が

へ

し

の

た

ま

ひ

と

を

ろ

ち

の

ひ

れ

ひ

と

所
謂
る
、
減
都
鏡
一
つ
、
遺
都
鏡
一
ハ
ノ
、
八
握
銅
一
ハ
J

、
生
玉
一
ハ
ノ
、
足
玉
一
つ
、
死
反
玉
一
つ
、
道
反
玉
一
つ
、
蛇
此
櫨
一

は

ち

の

ひ

れ

ひ

と

く

さ

ぐ

さ

の

も

の

の

ひ

れ

ひ

と

こ

れ

っ
、
蜂
此
曜
一
つ
、
品
物
此
櫨
一
つ
、
是
な
り
。

あ
ま
つ
か
み
を
し
へ
て
の
た
ま
は

天

神

教

導

く

も

い

た

む

と

こ

ろ

あ

ら

こ

の

と

ぐ

さ

の

た

か

ら

し

「
若
し
、
痛
庭
有
ば
弦
十
賓
を
令
て
、

「
詠
隻
六
頭
歌
」
考

九



。

ひ
と
ふ
た
み
よ
い
つ
む
な
な
や
こ
こ
の
た
り
と

一
二
三
四
五
六
七
八
九
十

い

ひ

ふ

る

へ

ゆ

ら

ゆ

ら

と

ふ

る

へ

こ

の

ご

と

く

こ

れ

す

れ

し

に

び

と

よ

み

が

へ

り

と
謂
て
布
瑠
部
。
由
良
由
良
止
布
留
部
。
此
如
之
を
為
ば
死
人
も
返
生
な
む
o
」

す

な

わ

こ

れ

ふ

る

こ

と

の

も

と

い

は

ゆ

る

み

た

ま

し

し

づ

め

の

ま

っ

こ

れ

そ

の

こ

と

の

も

と

そ

の

み

た

ま

し

つ

め

の

ま

つ

り

ひ

さ

る

め

の

さ

み

ら

も

も

の

・

つ

た

め

と
の
た
ま
ふ
。
即
ち
是
布
瑠
の
言
本
な
り
。
所
調
御
鎮
魂
祭
り
、
是
其
縁
な
り
。
其
鎮
魂
祭
の
日
は
、
猿
女
君
等
、
百
歌
女
を

ひ

き

い

そ

の

こ

と

の

も

と

あ

げ

み

が

く

ら

う

た

ひ

ま

ふ

も

っ

と

こ

れ

そ

の

え

に

し

率
て
、
其
言
本
を
挙
て
神
楽
を
歌
舞
は
、
尤
も
是
其
縁
な
り
。

と
あ
る
の
も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

七

お
わ
り
に

さ
ら
に
、
言
及
す
べ
き
問
題
点
、
た
と
え
ば
、
歌
語
・
俗
語
・
漢
語
の
音
博
士
の
こ
と
、
貴
族
（
文
人
）
趣
味
の
調
度
品
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
、
正
倉
院
御
物
の
「
隻
六
頭
一
百
一
十
六
具
」
の
意
味
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。
今
後
の

再
考
の
た
め
、
大
方
の
御
教
示
を
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。

注

こ
の
歌
に
つ
い
て
は
か
つ
て
、
拙
稿
「
長
忌
寸
意
吉
麻
呂
伝
考
」
（
「
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」

3
号
、
一
九
七
一
年
）
及
び
「
物
名
の
歌
」
（
「
万

葉
集
を
学
ぶ
第
七
集
』
一
九
七
八
年
）
に
試
案
を
示
し
て
お
い
た
が
、
こ
こ
に
少
し
詳
論
す
る
こ
と
と
し
た
。

さ
え一
「
頭
」
は
、
奮
訓
「
め
」
0

「
略
解
L

の
訓
。
歌
の
仮
名
書
に
依
っ
て
で
あ
る
。

松
岡
静
雄
『
有
由
縁
歌
と
防
人
歌
』
（
一
九
三
五
年
）
は
、

注注
3 2 

第
四
句
の
有
二
子
を
ア
リ
ケ
リ
と
訓
む
の
は
無
理
で
、
本
集
の
書
例
に
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
其
故
に
古
葉
略
類
衆
紗
に
は
有
の
下
に
来
の
字
を
補

う
た
の
で
、
有
来
な
ら
ば
ア
リ
ケ
リ
と
譲
め
る
が
、
此
歌
に
於
て
は
ケ
リ
と
い
ふ
助
動
詞
は
全
く
蛇
足
で
あ
る
。
後
世
の
歌
人
な
ら
ば
語
音
が
不
足



注
4 

す
る
か
ら
と
い
う
て
、
ヶ
リ
を
補
ひ
、
感
動
表
示
で
あ
る
と
い
ふ
や
う
な
言
語
拳
上
肯
定
の
出
来
ぬ
理
窟
を
つ
け
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
意
吉
麻
呂
時

代
に
は
ま
だ
、
日
常
一
語
と
歌
語
と
の
聞
に
大
差
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
其
や
う
な
濫
用
は
あ
り
得
ず
、
事
の
性
質
上
此
は
不
定
時
格
を
用
ひ

る
こ
と
を
要
す
る
か
ら
、
必
ず
ア
リ
と
言
ひ
切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
き
れ
ば
伎
に
音
議
す
る
に
し
て
も
、
三
の
字
は
下
句
に
つ
け
て
、
サ
ム
シ
サ
ヘ
ア

リ
と
唱
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
五
六
の
二
字
を
吟
諦
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
か
ら
、
作
者
意
吉
麻
口
口
は
和
語
を
以
て
詠
じ
た
も
の
と
し
て
、
断

然
改
訓
に
従
ふ
こ
と
に
し
た
。

と
し
、
大
系
本
も
「
あ
り
」
で
、
頭
注
に
、

一
二
五
六
三
四
｜
二
箇
の
釆
を
使
用
し
た
当
時
の
双
六
の
遊
び
方
か
ら
推
し
て
、
一
つ
二
つ
と
数
え
三
対
に
分
け
た
方
が
自
然
で
あ
り
、
の
み
に
は
、

あ
り
川
引
等
を
添
加
し
て
訓
む
必
要
も
な
く
な
る
。
し
か
し
平
安
朝
以
来
、
イ
チ
ニ
ノ
メ
ノ
ミ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
ゴ
ロ
ク
サ
ム
シ
サ
ヘ
ア
リ
ケ
リ

ス
グ
ロ
ク
ノ
サ
エ
と
訓
ん
で
い
た
。
助
数
詞
な
し
に
日
本
語
の
数
詞
を
重
ね
る
語
法
は
な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
、
こ
の
旧
訓
の
方
が
よ
い
と
も
考

え
ら
れ
る
。

と
あ
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
古
代
歌
謡
集
』
所
収
の
「
催
馬
幾
」
大
芹
は
、

於
保
世
利
波
久
伝
乃
沙
多
毛
乃
己
世
利
己
曾
由
天
々
毛
牟
末
之
古
礼
也
古
乃
前
盤
三
多
乃
支
由
之
乃
支
乃
盤
牟
之
加
女
乃
止
字
左

伊
可
久
乃
左
伊
乎
左
以
止
左
以
爾
面
加
須
女
字
介
多
留
支
利
止
保
之
加
名
波
女
盤
木
五
六
可
戸
之
伊
知
六
乃
左
以
也
四
三
左
伊
也

で
、
「
佐
以
」
・
「
佐
伊
」
と
あ
る
。
賀
茂
真
淵
『
催
馬
祭
考
』
に
は
、
「
一
六
の
さ
い
や
四
三
の
さ
い
や
」
と
あ
り
、
橘
守
部
『
催
馬
築
譜
入
文
』
（
『
新

訂
増
補
橘
守
部
全
集
第
七
』
）
に
は
「
一
一
一
の
さ
り
い
や
、
四
三
の
さ
い
や
」
と
あ
る

乾
善
彦
「
長
奥
麻
呂
の
物
名
の
歌
」
（
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
第
三
巻
』
一
九
九
九
年
）
は
、

数
字
を
字
音
で
読
む
か
和
訓
で
読
む
か
で
分
か
れ
る
が
、
字
音
の
方
が
優
勢
な
よ
う
で
あ
る
。
〈
中
略
〉
四
句
に
、
古
葉
略
類
来
紗
に
よ
り
「
来
」

字
を
補
う
注
が
多
い
が
、
な
く
と
も
可
。
補
う
な
ら
か
え
っ
て
、
二
句
に
「
は
」
が
表
記
さ
れ
な
い
の
が
気
に
な
る
。
あ
る
い
は
「
い
ち
に
の
め

の
み
に
あ
ら
ず
」
と
訓
む
こ
と
も
可
能
か
。
こ
こ
で
も
や
は
り
、
一
二
五
六
三
四
の
並
び
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
定

説
を
見
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
題
調
の
「
頭
」
を
、
京
都
大
学
本
に
「
ト
ウ
」
と
あ
る
の
に
注
意
し
た
い
。
「
隻
六
頭
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
「
隻
六
」
だ
け
を
字
音
で
よ
み

「
頭
」
を
「
采
」
と
表
記
し
て
い
な
い
の
に
、
「
サ
イ
・
サ
エ
」
と
読
む
の
は
い
か
が
か
。
「
ス
ゴ
ロ
ク
ト
ウ
」
と
字
音
読
み
す
べ
き
で
、
そ
の
「
頭
」
を
、

注
5 

注
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「
詠
隻
六
頭
歌
」
考



注
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ト
ウ

歌
中
で
「
佐
叡
（
サ
エ
）
」
と
読
み
か
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
頭
」
は
、
「
椴
」
で
あ
り
、
ち
な
み
に
、
「
東
大
寺
献
物
帳
」
（
『
大
日
本
古
文
書
」
巻
之
因
。

天
平
勝
宝
八
歳
六
月
二
十
一
日
）
に
「
隻
六
頭
」
と
あ
り
、
三
字
熟
語
で
「
ス
グ
ロ
ク
ト
ウ
」
と
字
音
で
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

岡
田
喜
久
男
「
長
思
す
意
吉
麻
呂
論
同
」
（
梅
光
女
子
大
学
「
日
本
文
学
研
究
」
辺
号
・
一
九
八
六
年
）
。
な
お
、
「
一
二
の
自
の
み
に
あ
ら
す
。
ゴ
ロ
ク

サ
ム
」
に
、

「
ズ
」
と
「
ス
」
「
ゴ
」
と
「
グ
」
の
相
違
が
あ
っ
て
無
理
の
よ
う
で
あ
る
が
、
「
す
ぐ
ろ
く
」
は
後
に
「
す
ご
ろ
く
」
と
な
る
よ
う
に
、
歌
い
方
に
よ
っ

て
は
意
外
と
近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
「
ス
ゴ
ロ
ク
」
の
語
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
す
る
説
を
提
案
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
、
庚
岡
義
隆
『
高
葉
の
こ
み
ち
』
（
は
な
わ
新
書
、
二
O
O
五
年
。
初
出
は
、
「
千
華
万
葉
」

7
、
一
九
九
八
年
一

O
月
）
は
、

大
意
は
、
「
人
聞
に
は
一
・
二
と
二
つ
の
眼
が
あ
る
が
、
サ
イ
コ
ロ
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
て
五
・
六
・
三
と
あ
り
、
四
（
死
）
ま
で
あ
る
よ
。
こ
ん

な
小
さ
い
双
六
の
サ
イ
コ
ロ
に
」
と
い
う
も
の
で
、
六
面
に
彫
ら
れ
て
い
る
目
の
数
を
詠
ん
だ
だ
け
で
は
な
く
、
掛
け
調
に
よ
っ
て
「
死
」
ま
で
あ

る
よ
と
驚
い
て
い
る
の
で
す
。
或
い
は
ゲ
l
ム
上
で
も
「
死
」
（
一
回
休
み
？
）
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
数
詞
を
「
ひ
と
ふ
た
」
と
訓
読
す

る
人
も
い
ま
す
が
、
外
来
の
ゲ
i
ム
で
す
か
ら
、
音
読
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
三
十
年
近
く
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
三
重
大
学
教
育
学
部
の
一
九
七
八
年
度
の
演
習
の
時
間
に
天
野
愛
子
さ
ん
は
、
こ
の
歌
に
或
る

（詮
4）

発
見
を
し
ま
し
た
。
第
二
句
か
ら
三
句
に
か
け
て
「
す
ご
ろ
く
」
の
語
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
は
音
読
な
ら
で
は
の
大
発
見
で
し

か
〈
し
だ
い

た
。
歌
学
で
「
隠
題
」
と
呼
ぶ
、
所
与
題
を
歌
に
詠
み
こ
む
技
法
（
古
今
集
に
載
る
「
物
名
」
）
が
万
葉
時
代
に
あ
っ
た
の
で
す
。
〈
中
略
〉
こ
の

隠
題
に
よ
っ
て
当
時
か
ら
ス
ゴ
ロ
ク
の
読
み
方
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

と
、
「
四
（
死
）
」
・
音
読
説
・
隠
題
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
注
（
4
）
は
、
、
岡
田
論
文
。

木
村
康
平
「
長
奥
麻
呂
作
品
考
」
（
帝
京
大
学
文
学
部
紀
要
［
国
語
国
文
学
］
お
号
、
一
九
九
四
年
一
月
）
0

な
お
、
北
島
徹
「
長
奥
麻
巴
の
旅
の
歌
」
（
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
第
三
巻
』
一
九
九
九
年
）
は
、
「
文
武
三
年
（
六
九
九
）
か
ら
大
宝
二
年

（七
O
二
）
の
足
か
け
四
年
」
0

「
あ
る
い
は
持
統
四
年
（
六
九
O
）
か
ら
慶
雲
三
年
（
七
O
六
）
ま
で
の
十
七
年
間
と
見
る
方
が
よ
い
の
か
。
」
と
し
て

い
る
。
後
述
、
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
七
月
七
日
条
の
「
双
六
禁
令
」
に
留
意
す
れ
ば
、
そ
の
主
要
な
活
躍
時
期
を
文
武
朝
に
限
定

す
る
の
は
穏
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
翌
日
、
十
九
日
条
に
は
、
「
皇
太
子
よ
り
以
下
と
諸
王
卿
、
弁
せ
て
四
十
八
人
に
、
照
皮
・
山
羊
皮
を
賜
ふ
。
各
差
有
り
。
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
も

博
戯
の
結
果
の
賜
物
（
御
禄
）
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
二
（
博
突
第
十
八
）
に
、
「
（
四
一
七
）
天
武
天
皇
王
卿
等
を
喚
ぴ
て
博
突

注
8 

注
9 



注
10 

ニ

ピ

テ

ヲ

ン

ム

セ

そ

の

せ
し
め
給
ふ
事
天
武
天
皇
十
四
年
、
天
皇
御
一
一
大
安
殿
一
、
喚
－
主
卿
等
一
令
ニ
博
突
一
。
し
か
れ
ど
も
、
其
の
り
物
を
い
ま
し
む
る
が
故
に
、
憲
章
そ
の

の

す

戸

、

ろ

〈

答
を
ま
う
く
。
専
ら
禁
ず
べ
き
事
に
こ
そ
。
」
・
「
（
四
一
八
）
惟
喬
親
王
隻
六
の
質
に
小
野
宮
を
取
給
ふ
事
小
野
宮
は
、
む
か
し
惟
喬
の
み
こ
の
、
隻
六

（お）

の
し
ち
に
取
給
へ
る
所
也
。
か
の
み
こ
は
、
た
の
し
き
人
に
て
な
ん
を
は
し
ま
し
け
る
。
む
か
し
も
か
、
る
軽
身
の
事
は
、
あ
り
け
る
に
こ
そ
。
」
と
あ

り
、
「
（
四
二
三
）
花
山
院
右
大
臣
忠
経
の
侍
其
妻
の
懇
志
に
依
り
七
半
に
勝
ち
て
後
出
家
の
事
」
も
参
考
に
な
ろ
う
。

こ
の
殺
人
事
件
の
前
年
の
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
正
月
一
日
の
大
伴
家
持
の
歌
（
却
、
四
五
二
ハ
。
『
万
葉
集
』
の
製
作
年
代
分
明
最
終
歌
）
が
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
翌
年
、
宝
字
五
年
（
七
六
ニ
三
月
二
十
四
日
条
に
は
、

二

十

四

日

あ

し

は

ら

の

お

ほ

き

み

た

ち

も

ち

ひ

と

こ

ろ

つ

み

た

っ

た

た

ね

の

し

ま

な

が

だ

む

ぢ

よ

ま

た

お

ほ

あ

ひ

し

た

が

あ

し

は

ら

己
酉
、
葦
原
王
、
刃
を
以
て
人
を
殺
す
に
坐
し
て
、
姓
を
龍
田
真
人
と
賜
ひ
て
多
槻
嶋
に
流
さ
る
。
男
女
六
人
復
命
せ
て
相
随
は
し
む
。
葦
原

お

さ

か

ぺ

の

み

こ

う

ま

ご

や

ま

気

き

を

の

こ

て

ん

せ

い

免

ょ

う

あ

く

よ

ろ

こ

し

ゅ

し

あ

そ

と

き

み

つ

か

ひ

ま

ろ

は

く

い

ん

た

ち

ま

い

か

り

王
は
三
品
忍
壁
覇
王
の
孫
、
従
四
位
下
山
前
王
の
男
な
り
。
天
性
凶
悪
に
し
て
、
喜
び
て
酒
臨
時
に
遊
ぶ
。
時
に
御
使
連
麿
と
博
飲
し
て
忽
ち
に
怒

お

こ

さ

こ

ろ

ま

た

L
L

ほ

ふ

す

な

は

む

ね

う

へ

お

な

ま

す

ほ

か

ざ

い

じ

ゃ

う

あ

き

ら

か

お

ょ

う

し

そ

う

つ

み

こ

を
発
し
て
刺
し
殺
し
、
そ
の
股
の
完
を
屠
り
使
ち
胸
の
上
に
置
き
て
槍
に
す
。
他
の
罪
状
も
明
白
な
る
に
及
び
て
、
有
司
奏
し
て
そ
の
罪
を
請
ふ
。

み

か

ど

そ

う

し

つ

ゆ

ゑ

も

ち

の

り

い

た

し

の

よ

り

お

ほ

き

み

な

の

ぞ

は

い

る

帝
、
宗
室
の
故
を
以
て
法
を
致
す
に
忍
び
ず
。
の
て
王
の
名
を
除
き
て
配
流
す
。

と
あ
っ
て
、
葦
原
王
が
酒
臨
時
（
居
酒
屋
）
で
「
博
飲
」
（
「
大
酒
を
飲
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
か
。
あ
る
い
は
「
博
戯
」
と
「
飲
酒
」
を
指
す
短
縮
語
か
疑

ば
く
ち

問
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
後
者
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
三
浦
佑
之
『
日
本
古
代
文
学
入
門
』
（
二
O
O
六
年
）
は
「
博
打
」
と
し
て
い
る
。
）
の
末
、

殺
人
事
件
を
起
し
た
が
、
王
は
天
武
の
曽
孫
で
、
知
太
政
官
事
忍
雄
一
皇
子
の
孫
に
当
り
、
時
の
淳
仁
天
皇
も
天
武
の
孫
に
当
る
関
係
か
ら
、
除
名
遠
流

に
処
さ
れ
た
、
と
い
う
衝
撃
的
な
記
録
で
あ
る
。

な
お
、
『
年
中
行
事
秘
抄
』
三
月
、
曲
水
宴
事
に
、
「
天
平
二
年
三
月
一
一
一
目
、
行
「
一
幸
松
原
宮
一
豊
紫
、
五
位
以
上
賜
二
隻
六
局
一
、
又
喚
一
一
文
人
一
作
レ
詩
。
」

と
あ
る
。

す
で
に
、
猪
股
と
き
わ
「
〈
歌
〉
に
お
け
る
古
代
要
素
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
第
1
巻
・
文
学
の
誕
生
よ
り
八
世
紀
ま
で
」
一
九
九
五
年
。
所
収
）
・

「
宴
の
歌
学

l
長
思
す
意
吉
麻
呂
歌
か
ら
の
和
歌
史
」
（
『
万
葉
へ
の
文
学
史
万
葉
か
ら
の
文
学
史
』
二
O
O
一
年
。
所
収
）
が
あ
る
。

増
川
宏
一
『
さ
い
こ
ろ
』
（
も
の
と
人
間
の
文
化
史
初
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
長
編
叙
事
詩
『
マ
ハ

1
パ
1
ラ
タ
』
に
、
さ
い
こ
ろ
賭

博
に
関
す
る
記
述
が
多
い
と
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
中
に
、
さ
い
こ
ろ
を
ふ
る
時
に
、
守
護
神
で
あ
る
叔
母
で
あ
る
女
神
の
加
護
を
祈
り
、
賭
博
の
歌
を

歌
う
。
（
幻
頁

l
m頁
）
「
あ
あ
女
神
よ
、
私
に
慈
悲
深
く
あ
れ
！
」
「
お
お
女
神
よ
、
私
に
勝
利
を
授
け
よ
、
」
と
歌
う
。
ま
た
、
さ
い
こ
ろ
を
ふ
る
前

に
呪
文
を
唱
え
る
か
、
祈
願
の
た
め
の
祝
詞
や
歌
を
う
た
う
場
合
が
あ
る
。
と
の
指
摘
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
参
考
に
な
ろ
う
。
他
に
同
氏
著
『
盤
上

遊
戯
』
・
『
賭
博
I
』
・
『
賭
博
E
」
・
『
賭
博
E
』
・
『
す
ご
ろ
く
I
』
・
「
遊
戯
そ
の
歴
史
と
研
究
の
歩
み
』
等
が
有
益
で
あ
る
。

注
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「
詠
隻
六
頭
歌
」
考
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